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柿
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を
め
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る
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麿
伝
承

　
　
　
　
　
　
　

 

 

雪　

野　

真
優
子　
　

　
　
　

一

　

柿
本
人
麿
は
、
多
く
の
謎
が
残
る
万
葉
歌
人
で
あ
る
。
現
代
に
も
人
麿
の
伝

承
・
伝
説
は
全
国
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
島
根
県
益
田
市
に
所
在
す
る
高
津
柿
本
神
社
を
め
ぐ
る
人
麿
伝
承

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
高
津
柿
本
神
社
は
、
人
麿
を
祀
っ
た
神
社
で
あ
り
、

元
を
た
ど
れ
ば
、
人
麿
が
石
見
の
地
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

人
麿
伝
承
の
中
で
も
大
き
な
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
鴨
山
伝
承
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
人
麿
が
亡
く
な
っ
た
地
と
さ
れ
る
鴨
山
が
、
ど
こ
に
存
在
し

て
い
た
の
か
と
い
う
論
争
で
あ
る
が
、
神
道
宗
紀
「
人
麻
呂
終
焉
の
地
と
津
和

野
の
人
々
―
万
葉
集
お
よ
び
高
津
柿
本
社
奉
納
文
書
か
ら
―
」（注
１
）を
参
考
に
、

主
な
説
を
三
つ
挙
げ
る
。
一
つ
目
は
、
斎
藤
茂
吉
氏
に
よ
る
石
見
国
江
の
川
説

で
あ
る
。
斎
藤
氏
は
、
島
根
県
江
津
市
に
あ
る
江
の
川
上
流
、
湯
抱
温
泉
の
北

西
に
あ
る
鴨
山
が
終
焉
地
で
あ
る
と
し
て
お
り
、『
万
葉
秀
歌
』
上
巻
（
昭
和

十
三
年
、
岩
波
書
店
）
の
中
で
、
昭
和
十
二
年
一
月
に
、
大
字
湯
抱
に
「
鴨
山
」

と
い
う
名
前
の
山
を
発
見
し
た
と
記
述
し
て
い
る
と
い
う
。
二
つ
目
は
、
梅
原

猛
氏
が
支
持
す
る
石
見
国
高
津
説
で
あ
る
。
島
根
県
益
田
市
に
あ
る
高
津
川
の

河
口
沖
に
、
鴨
山
が
存
在
し
た
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
鴨
山
は
万
寿

三
年
の
大
地
震
に
よ
り
、
海
底
に
沈
ん
だ
と
さ
れ
、
現
在
は
目
視
で
き
な
い
。

梅
原
氏
は
、『
水
底
の
歌
―
柿
本
人
麿
論
―
』（
昭
和
四
十
八
年
、
新
潮
社
）
で

高
津
の
鴨
山
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
科
学
的
に
裏
付

け
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
に
海
底
調
査
も
行
っ
て
い
る
。
三
つ
目
に
、

河
内
と
大
和
の
国
境
葛
城
山
説
が
あ
る
。
神
道
氏
は
、
こ
の
説
を
支
持
さ
れ
て

い
る
。
古
く
、
葛
城
山
に
は
鴨
山
と
い
う
別
称
が
あ
り
、
又
、
葛
城
山
付
近
に

は
、
人
麿
辞
世
の
歌
へ
の
返
歌
で
、
妻
依
羅
娘
子
が
詠
み
込
ん
だ
石
川
が
流
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
葛
城
山
説
を
と
る
学
者
も
少
な
く
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
で
も
論
争
が
続
く
ほ
ど
の
大
き
な
伝
承
で

あ
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
論
争
が
続
い
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
人
麿

に
関
す
る
資
料
と
し
て
信
用
で
き
る
も
の
は
、
人
麿
が
活
躍
し
て
い
た
と
さ
れ

る
時
代
（
持
統
・
文
武
の
御
代
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
の
み
と
非
常
に

少
な
く
、
伝
説
を
決
定
付
け
る
に
は
資
料
が
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
万
葉
集
』
が
唯
一
の
信
頼
す
べ
き
根
拠
で
あ
る
と

い
う
原
点
に
立
ち
か
え
っ
た
上
で
、
人
麿
伝
承
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た

い
。
鴨
山
が
石
見
の
地
に
存
在
し
た
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
万
葉
の
時
代
と
現
代
を
直
接
結
び
つ
け
て
比
較
検
討
す
る
こ

と
は
大
変
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
考
え
た
い
の
は
、『
万
葉
集
』
の
み
を
根
拠
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と
す
る
は
ず
の
人
麿
伝
承
が
、
多
様
に
変
化
し
な
が
ら
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
高
津
柿
本
神
社
も
例
外
で
は
な
く
、
人
麿
に
関
す
る
伝

承
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

人
麿
伝
承
の
真
偽
は
い
っ
た
ん
脇
に
置
き
つ
つ
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
思
い

で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
伝
承
を
人
々
に
伝
え
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
伝
承
の

享
受
の
部
分
に
深
く
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
伝
承
と
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
う

べ
き
か
と
い
う
課
題
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

二

　

人
麿
が
石
見
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
説
は
、『
万
葉
集
』
巻
二
「
柿
本
朝

臣
人
麻
呂
、
石
見
国
に
在
り
て
死
に
臨
む
時
に
、
自
ら
傷
み
て
作
る
歌
一
首
」

を
根
拠
と
し
て
い
る（
注
２
）。『
万
葉
集
』
巻
二
所
収
の
人
麿
が
詠
ん
だ
石
見
に
関

連
す
る
歌
を
参
考
に
、
歌
か
ら
読
み
取
れ
る
事
実
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
　
　
　

�

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
石
見
国
よ
り
妻
を
別
れ
て
上
り
来
る
時
の
歌
二

首
并
せ
て
短
歌

　
　

131�

石
見
の
海　

角
の
浦
廻
を　

浦
な
し
と　

人
こ
そ
見
ら
め　

潟
な
し
と

〈
一
に
云
ふ
、「
磯
な
し
と
」〉
人
こ
そ
見
ら
め　

よ
し
ゑ
や
し　

浦
は

な
く
と
も　

よ
し
ゑ
や
し　

潟
は
〈
一
に
云
ふ
、「
磯
は
」〉
な
く
と
も

い
さ
な
と
り　

海
辺
を
さ
し
て　

に
き
た
づ
の　

荒
磯
の
上
に　

か
青

く
生
ふ
る　

玉
藻
沖
つ
藻　

朝
は
ふ
る
風
こ
そ
寄
せ
め　

夕
は
ふ
る　

波
こ
そ
来
寄
れ　

波
の
む
た　

か
寄
り
か
く
寄
る　

玉
藻
な
す　

寄
り

寝
し
妹
を
〈
一
に
云
ふ
、「
は
し
き
よ
し　

妹
が
手
本
を
」〉
露
霜
の　

置
き
て
し
来
れ
ば　

こ
の
道
の　

八
十
隈
ご
と
に　

万
度　

か
へ
り
見

す
れ
ど　

い
や
遠
に　

里
は
離
り
ぬ　

い
や
高
に　

山
も
越
え
来
ぬ　

夏
草
の
思
ひ
し
な
え
て　

偲
ふ
ら
む　

妹
が
門
見
む　

な
び
け
こ
の
山

　
　
　
　

反
歌
二
首

　
　

132�

石
見
の
や　

高
角
山
の　

木
の
間
よ
り　

我
が
振
る
袖
を　

妹
見
つ
ら

む
か

　
　

133�

笹
の
葉
は　

み
山
も
さ
や
に　

さ
や
け
ど
も　

我
は
妹
思
ふ　

別
れ
来

ぬ
れ
ば

　
　
　
　

或
本
の
反
歌
に
曰
く

　
　

134�

石
見
な
る　

高
角
山
の　

木
の
間
ゆ
も　

我
が
袖
振
る
を　

妹
見
け
む

か
も

131
の
長
歌
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
妻
を
置
い
て
行
く
辛
さ
、
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思

い
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
長
歌
に
対
す
る
返
歌
132
に
、「
石
見
」
と
い

う
地
名
が
出
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
人
麿
は
石
見
の
地
に
住
ん
で
お

り
、
妻
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
詞
書
に
「
上
り
来
る
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
麿
は
何
ら
か
の
理
由
で
都
に
行
っ
た

こ
と
も
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
人
麿
が
亡
く
な
っ
た
時
の
歌
を
見
て
い
く
。

　
　
　
　

�

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
石
見
国
に
在
り
て
死
に
臨
む
時
に
、
自
ら
傷
み

て
作
る
歌
一
首

　
　

223�

鴨
山
の　

岩
根
し
ま
け
る　

我
を
か
も　

知
ら
に
と
妹
が　

待
ち
つ
つ

あ
る
ら
む

　
　
　
　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
死
に
し
時
に
、
妻
依
羅
娘
子
が
作
る
歌
二
首

　
　

224�
今
日
今
日
と　

我
が
待
つ
君
は　

石
川
の　

貝
に
交
じ
り
て　

あ
り
と

い
は
ず
や
も

　
　

225�

直
に
逢
は
ば　

逢
ひ
か
つ
ま
し
じ　

石
川
に　

雲
立
ち
渡
れ　

見
つ
つ

偲
は
む
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丹
比
真
人
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
心
に
擬
し
て
、
報
ふ
る
歌
一
首

　
　

226�

荒
波
に　

寄
り
来
る
玉
を　

枕
に
置
き　

我
こ
こ
に
あ
り
と　

誰
か
告

げ
け
む

右
の
一
連
の
歌
は
、
人
麿
が
死
に
臨
む
際
に
詠
ん
だ
歌
と
、
そ
れ
に
対
す
る
妻

の
返
歌
で
あ
る
。
223
歌
の
詞
書
か
ら
、
人
麿
が
石
見
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
223
歌
か
ら
、
そ
の
地
は
「
鴨
山
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
万
葉
集
』
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
人
麿
に
は
石
見
の
地
に
妻
が
い
た

こ
と
、
何
ら
か
の
理
由
で
石
見
か
ら
上
京
し
た
こ
と
、
そ
し
て
石
見
の
鴨
山
と

い
う
地
で
没
し
た
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
人
麿
と
石
見
と
の
関
係
は
、

人
麿
が
「
石
見
に
来
た
こ
と
が
あ
る
」
点
、
お
よ
び
、
人
麿
は
「
石
見
の
地

で
死
ん
だ
」
と
い
う
点
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
高
津
町

誌
』
に
は
、「
柿
本
人
麿
朝
臣
は
、
隣
村
小
野
村
に
生
れ
、
長
じ
て
都
に
上
り

朝
廷
に
仕
へ
、
後
石
見
の
官
人
と
し
て
下
り
、
晩
年
此
の
地
の
鴨
山
に
歿
せ
ら

れ
た
る
縁
由
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
そ
の
生
誕
の
地
も
石
見
で
あ
る
と
し
て
い

る（
注
３
）。
で
は
、
人
麿
が
石
見
で
生
ま
れ
た
と
い
う
説
は
、
ど
こ
か
ら
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

人
麿
石
見
生
誕
説
の
出
所
は
、『
万
葉
集
』
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
刊
行

さ
れ
た
『
人
丸
秘
密
抄
』
で
あ
る
。『
人
丸
秘
密
抄
』
に
は
、
寛
文
十
年
に
刊

行
さ
れ
た
初
版
と
、
元
禄
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
再
版
本
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に

は
、
人
麿
伝
承
の
本
が
再
版
さ
れ
る
ま
で
の
流
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
の
多
く
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
存
在
し
て
い
た

そ
う
で
あ
る（
注
４
）。『
人
丸
秘
密
抄
』
自
性
論
灌
頂
に
は
、
人
麿
生
誕
を
め
ぐ
る

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る（
注
５
）。

人
丸
は
天
武
天
皇
御
時
三
年
八
月
三
日
に
、
石
見
国
戸
田
郡
山
里
と
い
ふ

所
に
語
の
家
命
と
い
ふ
民
の
家
の
柿
本
に
出
現
す
る
人
な
り
。
其
歳
二
十

余
。
家
命
尋
問
に
答
云
、
我
は
家
な
し
。
来
る
所
も
な
し
。
父
母
も
な

し
。
知
所
も
な
し
。
只
和
哥
の
道
の
み
し
れ
り
と
い
ふ
時
に
、
家
命
の
主

丹
後
国
司
秦
冬
通
に
申
す
。
冬
通
清
御
原
天
皇
に
奏
す
。
帝
よ
ろ
こ
び
思

召
て
、
歌
道
の
御
待
読
た
り
。
是
哥
姓
流
水
之
連
。
于
時
石
見
権
の
守
に

任
。
始
て
姓
を
賜
。
柿
本
人
丸
と
号
。
号
其
時
の
名
字
也
。

人
麿
の
出
現
か
ら
、
天
皇
の
侍
読
と
な
り
、
石
見
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の

経
緯
を
述
べ
た
資
料
で
あ
る
が
、
傍
線
部
で
、
人
麿
出
生
の
地
を
石
見
国
戸
田

郡
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
説
を
挙
げ
て
い
る
資
料
を
、
も
う
一

つ
載
せ
る
。
江
戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神

社
略
縁
起
』（
享
保
八
年
刊
）
で
あ
る（
注
６
）。

石
見
國
美
濃
郡
戸
田
郷
小
野
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
人
家
の
柿
本
よ
り
、
童
形

に
て
御
出
現
な
り
こ
れ
を
柿

本
と
い
ふ

。
其
家
あ
る
じ
を
か
た
ら
ひ
給
ふ
ゆ
へ
、
か
た
ら

ひ
の
名
あ
り
。（
中
略
）
又
没
し
給
ふ
も
石
見
國
な
り
。

右
の
二
つ
の
資
料
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
「
人
麿
は
、
石
見
の
戸
田
と
い
う
と

こ
ろ
の
、
語
家
と
い
う
民
家
の
柿
の
木
の
下
に
出
現
し
た
」
と
い
う
趣
旨
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
人
麿
石
見
死
没
説
は
『
万
葉
集
』
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
石
見
の
国
は
没
地
だ
け
で
な
く
、
生
誕
の
地
と
し

て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
麿
石
見
生
誕
説
が
、
い
つ
、
誰
に

よ
っ
て
唱
え
出
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は

広
く
流
布
し
、
そ
し
て
そ
の
伝
説
は
、
今
現
在
で
も
受
け
継
が
れ
て
き
て
い

る（
注
７
）。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
を
根
拠
と
し
な
い
伝
承
が
、
現
代
ま

で
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
今
一
度
、
文
献
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
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三

　

か
つ
て
高
津
は
津
和
野
藩
に
属
し
て
い
た
。
津
和
野
藩
主
は
代
々
人
麿
信
仰

に
厚
く
、
人
麿
を
顕
彰
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る（
注
８
）。
神
道

宗
紀
氏
に
よ
れ
ば
、
津
和
野
藩
主
亀
井
氏
二
代
茲
政
は
、
延
宝
九
年
に
高
津
柿

本
神
社
を
高
津
城
址
に
移
転
さ
せ
た
が
、
高
津
柿
本
社
に
は
、
そ
の
後
裔
と
な

る
歴
代
藩
主
の
和
歌
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
高
津
柿
本
社
へ
の

和
歌
奉
納
は
、
明
石
人
丸
社
と
比
較
し
て
、
数
の
上
で
も
多
く
、
期
間
も
長
い

と
い
う（
注
９
）。
明
和
九
年
、
現
在
の
高
津
柿
本
神
社
に
、
津
和
野
藩
七
代
目
藩

主
亀
井
能
登
守
矩
貞
が
碑
を
建
て
た
の
は
亀
井
氏
の
人
麿
顕
彰
の
一
例
で
あ

る
。
人
麿
の
伝
記
や
、
神
社
建
立
の
経
緯
な
ど
を
記
し
た
碑
で
、
作
文
を
大
典

禅
師
梅
荘
顕
常
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
石
は
亀
の
形
を
し
て
お
り
、
俗

に
「
こ
の
碑
文
を
立
派
に
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
台
石
の
亀
が
動
き
出
す
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ（
注
10
）。

　

こ
の
碑
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
顕
常
は
人
麿
に
関
す
る
様
々
な
文
献
を
読

み
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
碑
文
の
解
説
書
と
も
言
え
る
本
を
出
版
し
て
い
る
。
そ

れ
が
『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
で
あ
る
。
明
和
九
年
十
一
月
刊
行
の
、
一
巻
一
冊

本
で
あ
る
。
尾
崎
富
義
氏
「『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
に
つ
い
て
─
翻
刻
と
解
題

─
」（『
常
葉
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
十
三
号
、
平
成
十
四
年
十
二
月
）
に

翻
刻
と
解
説
が
あ
る
。
内
容
は
大
ま
か
に
八
つ
の
段
落
に
区
切
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

①　

人
麿
の
出
身
地
に
つ
い
て

　
　

②　

人
麿
の
妻
と
石
見
の
歌
に
つ
い
て

　
　

③　

人
麿
出
現
説
に
つ
い
て

　
　

④　

語
家
に
つ
い
て

　
　

⑤　

人
麿
の
墓
に
つ
い
て

　
　

⑥　

人
麿
の
位
に
つ
い
て

　
　

⑦　

人
麿
画
と
影
供
、
人
麿
の
入
唐
に
つ
い
て

　
　

⑧　

柿
本
神
社
の
由
来
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
特
に
問
題
と
な
る
①
③
④
⑧
に
絞
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
の
①
を
引
用
す
る
（
注
11
）。

人
麻
呂
ノ
事
跡
タ
シ
カ
ナ
ル
コ
ト
知
ガ
タ
シ
。
日
本
紀
ノ
中
ニ
其
ノ
名
ヲ

ノ
セ
ズ
。
倭
歌
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
他
ノ
事
業
ナ
カ
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
按
ズ

ル
ニ
、
天
武
紀
ニ
白
凰
十
年
十
二
月
葵
巳
、
柿
本　
　
ノ

猿
等
並　
　
ヒ

十
人
二

授　
　
ク

二

小
錦
下　
　
ノ

位　
　
ヲ

一

。
同
十
三
年
十
一
月
、
大オ
ホ

三ミ

輪ワ

君キ
ミ

柿
本
等　
　
ノ

五
十
二
氏
二

賜

二

朝ア
ソ
ン
ノ臣
姓　
　
ヲ

一

ト
ア
リ
。
元
明
紀
二
柿
本　
　
ノ

朝
臣
佐
留
ア
リ
コ
レ
上
ノ
猿
ト
同
人
ナ
ル
ヘ
シ

。

聖
武
紀
二
柿
本　
　
ノ

朝
臣
建
石
、
柿
本　
　
ノ

朝
臣
濱
名
、
柿
本　
　
ノ

朝
臣
市
守
、
柿

本　
　
ノ

小
玉
等
ア
リ
。
姓
氏
録
太
和
皇
別
十
八
氏
ノ
中
ニ
柿
本
朝
臣　
　
ハ

孝
照
（
マ
マ
）

天
皇
之
王
子
天ア
マ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
ク
ニ
オ
シ
フ
ド
ノ
ミ
コ
ト

足
彦
國
押
人
命
之
後
也
。
敏
達
天
皇　
　
ノ

御
世
、
依
　
　
テ

三

家

門　
　
ニ

有　
　
ニ

二

柿
樹
一

、
為
二

柿
本
臣オ
ミ
ノ

氏
一

。
コ
ノ
姓
氏
録
ハ
嵯
峨
天
皇
弘
仁
四

年
序
ニ
ハ
弘
仁
六
年
七
月
二
十
日
ト
ア
リ

、
萬マ

多タ

等ト

親
王
及　
　
ヒ

五
臣
奉
勅
ノ
撰
ニ
シ
テ
海
内
姓

氏
ノ
系
属
ヲ
具
列
ス
。
同
姓
ノ
者
ナ
レ
ド
モ
所
出
ヲ
異
ニ
ス
レ
ハ
、
再
三

別
出
ス
。
然
ル
ニ
柿
本
氏
ハ
、
右
ニ
出
ル
ノ
ミ
ナ
レ
バ
、
人
麻
呂
モ
ソ
ノ

同
族
タ
ル
コ
ト
知
ベ
シ
。
ａ
古
來
相
傳
テ
人
麻
呂
ハ
石
見
國
ノ
人
也
ト
イ

フ
。
右
姓
氏
録
ニ
テ
ミ
レ
ハ
、
柿
本
ハ
太
和
國
ノ
望
ナ
リ
。
人
麻
呂
モ
石

見
ヨ
リ
太
和
ヘ
出
仕
シ
テ
、
其
ヨ
リ
太
和
ノ
人
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
ミ
ユ
コ
ノ
説
下

ニ
出
ス

。
元
來
ハ
太
和
柿
本
氏
ノ
系
属
ニ
テ
石
見
ニ
生
タ
ル
人
ニ
ヤ
、
又
ハ

孩
提
ニ
テ
石
見
ヘ
流
落
セ
ル
ヤ
、
又
ハ
石
見
ノ
人
氏
ニ
テ
、
縁
由
ア
リ
テ

太
和
ノ
柿
本
氏
ヲ
冒
セ
ル
ヤ
、
其
事
知
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
右
姓
氏
録

ニ
載
タ
ル
柿
本
氏
ノ
外
ト
ハ
謂
ベ
カ
ラ
ズ
。
萬
葉
集
ニ
モ
柿
本
朝
臣
人
麻
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呂
ト
ア
レ
ハ
、
天
武
十
三
年
賜
二

朝
臣　
　
ノ

姓　
　
ヲ

一

ノ
文
ニ
符
合
ス
。

『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
で
顕
常
は
、
人
麿
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な

い
と
述
べ
つ
つ
も
、『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
「
柿
本
」
姓
の
人
物
は
朝
臣
の

位
を
賜
っ
た
と
し
た
う
え
で
、『
日
本
書
紀
』
の
「
柿
本
」
と
『
万
葉
集
』
の

人
麿
は
同
族
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
ａ
に
い

う
石
見
出
身
説
で
あ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
人
丸
秘
密
抄
』
自
性
論
灌
頂
で
は
、
人
麿
は
石
見
の
地
に

出
現
し
た
と
断
言
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
伝
説
に
対
し
、
顕
常
は
『
新
撰
姓
氏

録
』
巻
之
六
「
大
和
国
皇
別
」
を
根
拠
と
し
て
、
論
理
的
な
考
察
を
展
開
し
て

い
る
。
以
下
、
栗
田
寛
『
新
撰
姓
氏
録
考
証
』
に
よ
り
つ
つ（
注
12
）、『
新
撰
姓

氏
録
』
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
。

柿
下
朝
臣
、（
下
を
一
本
に
本
と
あ
り
、）
大
春
日
朝
臣
同
祖
、
天
足
彦
國
押

人
命
之
後
也
、
敏
達
天
皇
御
世
、
依
三

家
門
有
二

柿
樹
一

、
爲
二

柿
本
臣
氏
一

、

　
　
　

�

○
古
事
記
に
、
天
押
帶
日
子
命
者
、
小
野
臣
、
柿
本
臣
云
々
之
祖
也
、
と
み
え
、

○
柿
下
は
本
文
に
云
る
が
如
く
、
柿
樹
あ
る
に
よ
り
て
負
る
姓
に
て
、
所
謂
事

物
に
よ
れ
る
も
の
な
り
、
○
天
武
紀
に
十
三
年
十
一
月
戊
申
朔
、
柿
下
臣
、
賜

レ
姓
曰
二

朝
臣
一

と
あ
り
、
此
氏
人
は
、
同
紀
に
柿
本
臣
猨
、
續
紀
・（
一
左
）
に

柿
本
朝
臣
建
石
、
十
二
（
廿
三
左
）
に
外
從
五
位
下
柿
本
朝
臣
濱
名
、
十
七
（
廿

四
左
）
に
從
五
位
下
柿
本
朝
臣
市
守
、
十
七
左
卅
四

に
外
從
五
位
下
柿
本
小
玉
、
後

紀
廿
一
（
七
右
）
に
從
五
位
下
柿
本
朝
臣
弟
兄
、
爲
二

肥
前
守
一

、
續
後
紀
十
二

（
卅
左
）
に
柿
本
安
永
、
文
徳
実
録
（
十
七
左
）
に
從
五
位
下
柿
本
朝
臣
枝
成
な

ど
あ
り
、
○
歌
聖
と
呼
は
る
ゝ
人
麻
呂
も
此
氏
に
て
、
萬
葉
集
に
柿
本
朝
臣
人

麻
呂
あ
り
、
本
貫
は
大
和
な
る
べ
し
、
東
大
寺
要
録
六
（
末
寺
章
）
に
、
柿
本

寺
在
二

大
和
國
添
上
郡
一

と
み
え
、
今
も
葛
下
郡
に
柿
本
村
あ
る
を
以
て
、
姓
氏

録
に
合
せ
考
ふ
べ
し
、
○
神
名
式
に
、
山
城
國
紀
伊
郡
飛
鳥
田
神
社
一
名
柿
本

社
と
あ
り
、
神
名
帳
に
引
る
八
坂
寺
文
書
に
、
私
領
田
貳
段
、
但
稻
荷
御
油
段

別
壹
升
、
進
レ

之
、
大
江
左
衛
門
業
尚
先
祖
相
傳
私
領
也
、
在
二

山
城
國
紀
伊
郡

柿
本
里
一

、（
自
二
大
和
大
路
一
西
云
々
、）
貞
應
二
年
四
月
十
六
日
左
衛
門
尉
大

江
判

と
あ
る
、
柿
本
里
は
此
氏
に
よ
し
あ
る
か
、
未
た
考
へ
す
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
は
、
神
武
天
皇
の
時
代
か
ら
弘
仁
期
ま
で
の
京
畿
の
姓
氏
一

一
八
二
氏
を
皇
別
・
神
別
・
諸
蕃
・
未
定
雑
姓
に
分
類
し
た
系
譜
書
で
あ
る
。

同
書
に
は
「
萬
葉
集
に
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
あ
り
、
本
貫
は
大
和
な
る
べ
し
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
顕
常
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
を
引
用
し
、「
柿
本
」
は
孝
昭
天

皇
の
皇
子
、
天
足
彦
国
押
人
命
の
子
孫
で
あ
り
、「
柿
本
」
と
い
う
姓
は
、
大

和
の
地
方
に
の
み
出
て
く
る
姓
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
顕
常
は
、
人

麿
は
石
見
で
は
な
く
大
和
出
身
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
る
。
大
和
の
人
間

で
あ
る
は
ず
の
人
麿
が
な
ぜ
石
見
の
地
に
関
係
が
深
い
の
か
、
顕
常
は
い
く
つ

か
の
憶
測
を
立
て
て
い
る
が
、
ど
れ
も
確
た
る
証
拠
は
な
く
、「
其
事
知
ベ
カ

ラ
ズ
」
と
し
て
答
え
を
保
留
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
柿

本
」
の
姓
や
出
身
地
に
つ
い
て
文
献
資
料
を
用
い
て
考
察
し
た
結
果
の
主
張

は
、『
人
丸
秘
密
抄
』
よ
り
も
客
観
的
で
説
得
力
が
あ
る
。

　

次
に
、
③
人
麿
出
現
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
③
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。人

丸
秘
密
抄
ニ
曰
、
石
見　
　
ノ

國
美
濃　
　
ノ

郡
戸
田　
　
ノ

郷
小
野
ト
云
所
ニ
、
語カ
タ
ラ
ヒ家

命
ト
イ
フ
民
ア
リ
。
ア
ル
時
後
園
柿
樹
ノ
下
ニ
神
童
マ
シ
マ
ス
。
立
ヨ
リ

ト
ヘ
バ
答
テ
曰
、
ワ
レ
父
モ
ナ
ク
母
モ
ナ
シ
、
風
月
ノ
主
ト
シ
テ
敷
島
ノ

道
ヲ
シ
ル
ト
、
夫
婦
悦
テ
コ
レ
ヲ
撫
育
シ
、
後
ニ
人
丸
ト
ナ
リ
テ
出
仕

シ
、
和
歌
ニ
テ
才
徳
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
玉
ヘ
リ
ト
。
ｂ
此
説
怪
誕
ニ
チ
カ
シ
。

此
ニ
附
テ
イ
ロ
〳
〵
ノ
説
ア
レ
ド
モ
淺
陋
虚
妄
ノ
所
見
ニ
シ
テ
、
却
テ
先

賢
ヲ
誣
辱
ス
ト
イ
フ
ベ
シ
。
混
沌
ス
テ
ニ
分
レ
テ
後
ハ
聖
賢
ト
イ
ヘ
ド
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モ
、
父
母
ノ
遺
體
ヲ
ウ
ケ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
然
ザ
レ
ハ
五
行
ノ
妖
精
ニ
シ

テ
人
情
ノ
近
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
暗
然
タ
ル
所
ヲ
モ
テ
神
徳
ノ
高
キ
ヲ
知

ベ
シ
、
ナ
ド
ヽ
附
會
欺
罔
ノ
説
ヲ
ナ
ス
。
彼
　
　
ノ

八
幡
春
日
多
武
等
ノ
大
神
生

没
ノ
シ
レ
タ
ル
ハ
、
神
徳
ヒ
キ
シ
ト
イ
フ
ベ
キ
ヤ
、
人
ノ
形
ヲ
受
來
ル
モ

ノ
誰
カ
父
母
ナ
カ
ラ
ン
、
誰
カ
生
死
ナ
カ
ラ
ン
。
况
テ
詠
歌
ハ
情
感
ノ
動

ク
上
ヨ
リ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
無
情
ノ
處
ヨ
リ
化
生
セ
ラ
ル
ヽ
道
理
ナ
シ
。

妻
死
シ
テ

泣
レ

血
　
　
ニ

等
ノ
歌
ニ
テ
モ
人
麻
呂
ノ
情
性
シ
リ
ヌ
ベ
シ
。

③
で
は
、
語
家
と
い
う
民
家
の
柿
木
の
下
に
人
麿
が
出
現
し
、
人
麿
を
語
家
の

夫
婦
が
育
て
、
和
歌
の
才
徳
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
顕
常

は
人
麿
出
現
説
を
傍
線
部
ｂ
「
怪
誕
ニ
チ
カ
シ
」「
淺
陋
虚
妄
ノ
所
見
」
と
し

て
強
く
否
定
し
て
い
る
。

　

以
上
、
①
③
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
顕
常
は
様
々
な
資
料
を
用
い
て
客
観

的
・
論
理
的
に
伝
説
を
見
て
お
り
、
柿
木
の
下
出
現
説
も
、
怪
し
い
話
で
あ
る

と
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
に
は
、
江
戸
中
期

当
時
広
く
行
わ
れ
て
い
た
人
麿
を
め
ぐ
る
伝
承
の
一
々
に
つ
い
て
、
文
献
資
料

を
参
観
し
つ
つ
、
独
自
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　
　
　

四

　

と
こ
ろ
が
、
④
以
降
、
顕
常
の
主
張
に
変
化
が
見
え
る
。
④
の
本
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

然
ル
ニ
カ
ノ
ｃ
語
家
ノ
家
イ
マ
ニ
ア
リ
テ
、
其
處
ヲ
柿
本
ト
名
ク
。
人
麻

呂
ノ
小
社
ア
リ
テ
語
家
世
々
コ
レ
ヲ
守
ル
。
語
家
ハ
カ
タ
ラ
フ
イ
ヘ
ト
云

義
ニ
テ
、
人
麻
呂
ノ
寄
託
セ
ラ
レ
シ
ヨ
リ
ノ
稱
ナ
リ
。
本
姓
ハ
綾ア
ヤ

部ベ

野ノ

氏

ナ
ル
ヨ
シ
ナ
リ
。
然
モ
カ
タ
ラ
ヒ
代
々
ノ
通
名
ニ
シ
テ
、
寛
保
二
年
ノ
比

マ
テ
三
十
八
代
血
脈
相
續
ス
。
シ
カ
モ
ス
グ
レ
テ
長
壽
ナ
ル
モ
ノ
多
シ
。

ｄ
先
祖
ヨ
リ
ノ
譜
諜
、
故
實
ノ
書
物
ア
リ
。
享
保
十
年
八
月
廿
五
日
ニ
梅

樹
ノ
下
ヨ
リ
奇
物
ヲ
掘
出
シ
。
神
殿
鳴
動
ノ
コ
ト
ア
リ
。
此
ノ
梅
樹
古
ヨ

リ
ア
リ
シ
ガ
、
今
ハ
枯
テ
蘖ヒ
コ
バ
ヘ生
ア
リ
。
又
、
ｅ
人
麻
呂
出
現
セ
ラ
レ
シ
ト

云
柿
樹
ア
リ
。
其
實
細
ク
長
シ
テ
、
末
ノ
尖
黒
ク
筆
ニ
墨
ヲ
染
タ
ル
カ
如

シ
。
因
テ
筆
柿
ト
名
ク
。
實
ア
レ
ド
モ
核
ナ
ク
、
老
木
ニ
ナ
レ
ハ
他
ノ
柿

樹
ニ
ツ
ギ
ト
ム
。
然
モ
コ
ノ
處
ト
高
角
社
ノ
別
當
真
福
寺
ノ
庭
ト
ニ
二
本

ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
他
處
ニ
接ツ
ギ

樹
ト
ナ
セ
バ
皆
常
ノ
柿
ニ
變
ス
。
コ
ノ
コ
ト

石
見　
　
ノ

金
丸
氏
筆
柿　
　
ノ

記
ニ
委
ク
シ
ル
セ
リ
。
ｆ
コ
レ
ニ
因
テ
ミ
レ
ハ
語
家

カ
コ
ト
縁
由
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ジ
。
ｇ
モ
シ
ハ
人
麻
呂
孩
提
ニ
テ
父
母
ニ
離

レ
、
語
家
ニ
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
タ
ル
者
ナ
ル
ヤ
、
事
實
ノ
知
ザ
ル
コ
ト
惜
ム
ベ

シ
。
又
、
敦
光
ノ
讃
ニ
和
歌
之
仙
稟　
　
ク

二

性　
　
ヲ

于
一
レ

天
、
一
本
ニ
性
ヲ
姓
　
　
ニ

作

ル
。
然
レ
バ
語
家
ノ
説
ニ
同
シ
テ
氏
族
ナ
キ
コ
ト
ヲ
稱
ス
ト
ミ
ユ
。
然
レ

ド
モ
稟
性
ト
ア
レ
ハ
、
姓
ノ
字
ト
ナ
ス
ハ
誤
ナ
ル
ベ
シ
。

④
で
は
、
人
麿
が
出
現
し
た
と
い
う
民
家
（
語
家
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

傍
線
部
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
語
家
は
今
も
現
存
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
（
ｃ
）、
同
家
に
は
先
祖
か
ら
の
系
図
や
書
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と

（
ｄ
）、
人
麿
が
出
現
し
た
と
い
う
柿
木
が
あ
る
と
い
う
こ
と
（
ｅ
）
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
人
麿
と
語
家
は
、
無
関
係
と

は
言
い
難
い
と
い
う
こ
と
（
ｆ
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
片
桐
洋
一
氏
『
柿
本
人
麿
異
聞
』「
江
戸
時
代
の
人

麿
ブ
ー
ム
」（
平
成
十
五
年
、
和
泉
書
院
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）「
怪
誕
ニ
チ
カ
シ
」
と
か
「
浅
陋
虚
妄
ノ
所
見
」
と
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、『
人
丸
秘
密
抄
』
に
い
う
「
語
家
命
」
の
家
が
、
寛
保
二
年
（
一
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七
四
二
）
ま
で
続
い
て
い
て
、
三
十
八
代
に
わ
た
っ
て
伝
わ
っ
た
譜
諜
故

実
を
伝
え
る
書
物
が
今
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
享
保
十
年
（
一
七
二

五
）
の
八
月
二
十
五
日
に
梅
の
木
の
下
か
ら
奇
物
を
掘
り
だ
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
神
殿
が
鳴
動
し
た
と
言
う
伝
承
と
、
そ
し
て
人
麻

呂
が
そ
の
樹
下
か
ら
出
現
し
た
と
伝
え
る
柿
の
木
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
柿
の
木
は
「
筆
柿
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
筆
に
似
て
先
が
黒

か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
種
の
柿
の
木
は
こ
の
戸
田
の
柿
本
社

と
高
角
の
真
福
寺
（
今
の
柿
本
神
社
）
の
庭
に
二
本
あ
る
だ
け
だ
と
い
う

こ
と
が
石
見
金
丸
氏
の
著
『
柿
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
知
る
に
及
ん
で
、『
人
丸
秘
密
抄
』
に
見
え
る
語
家
命
の
も
と
に
人

麿
が
化
生
し
た
と
い
う
話
も
ま
ん
ざ
ら
で
た
ら
め
で
も
な
さ
そ
う
だ
と
い

う
認
識
に
変
わ
っ
て
来
て
い
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

『
人
丸
秘
密
抄
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
時
に
は
、
お
お
む
ね
的
確
な
見

識
を
示
し
て
批
判
し
て
い
た
大
典
禅
師
顕
常
が
、
そ
の
話
が
現
に
石
見
に

あ
る
二
つ
の
人
丸
社
に
か
か
わ
っ
た
と
た
ん
、
極
端
に
甘
く
な
っ
て
し
ま

う
の
に
驚
く
。

　

片
桐
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
③
で
柿
木
の
下
出
現
説
を
否
定
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
語
家
や
出
現
し
た
柿
木
を
容
認
す
る
と
い
う
矛
盾
が
生
ま
れ

て
い
る
。
顕
常
は
矛
盾
を
正
当
化
す
る
か
の
よ
う
に
「
モ
シ
ハ
人
麻
呂
孩
提
ニ

テ
父
母
ニ
離
レ
、
語
家
ニ
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
タ
ル
者
ナ
ル
ヤ
、
事
實
ノ
知
ザ
ル
コ
ト

惜
ム
ベ
シ
」（
傍
線
部
ｇ
）
と
、「
人
麿
は
幼
い
こ
ろ
父
母
と
別
れ
、
語
家
に
養

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
憶
測
を
立
て
て
い
る
。
①
③
と
は
違
い
、
語
家

を
容
認
す
る
理
由
を
、
資
料
も
根
拠
も
な
く
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
に

注
目
し
た
い
。

　

続
い
て
⑧
を
見
て
い
く
。

徹
書
記
清
岩
茶
話
ニ
曰
、
高
津
ノ
山
ガ
メ
グ
ル
所
ハ
タ
ケ
中
ニ
實
形
造
ツ
ク
リ

ノ
堂
ニ
人
丸
ノ
木
像
ヲ
安
置
シ
タ
リ
。
カ
タ
手
ニ
ハ
筆
ヲ
ト
リ
、
カ
タ
手

ニ
ハ
紙
ヲ
モ
チ
給
ヘ
リ
。
一
年
大
雨
ノ
降
リ
シ
ニ
、
其
ア
タ
リ
マ
デ
水
出

テ
、
海
ノ
潮
モ
ミ
チ
テ
海
ニ
成
テ
、
此
堂
モ
潮
ガ
ナ
ミ
ニ
引
レ
テ
、
イ
ヅ

チ
ト
モ
ナ
ク
行
方
シ
ラ
ス
ウ
セ
ケ
リ
。
サ
テ
水
引
タ
リ
シ
後
、
地
下
ノ
者

其
跡
ニ
畠
ヲ
ツ
ク
ラ
ン
ト
テ
、
ス
キ
ク
ハ
ナ
ド
ニ
テ
堀
タ
レ
ハ
、
何
ヤ
ラ

ン
ア
タ
ル
様
ニ
覚
ヘ
シ
程
ニ
、
掘
出
シ
テ
ミ
タ
レ
ハ
此
人
丸
ナ
リ
。
筆
モ

オ
ト
サ
ズ
持
テ
、
藻
ク
ヅ
ノ
中
ニ
マ
シ
〳
〵
タ
リ
。
タ
ヾ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ

ト
テ
、
ヤ
ガ
テ
彩
色
シ
奉
テ
、
本
ノ
様
ニ
堂
ヲ
タ
テ
ヽ
安
置
シ
奉
リ
ケ

リ
。
此
事
ツ
タ
ヘ
テ
二
三
箇
國
ノ
者
ト
モ
皆
々
是
ヘ
参
リ
タ
ル
由
、
人
ノ

語
ル
ヲ
承
ル
。
此
高
津
ハ
人
丸
ノ
住
給
ヒ
シ
所
ナ
リ
。
萬
葉
ニ
石
見
ノ
ヤ

タ
カ
ツ
ノ
山
ノ
木
間
ヨ
リ
我
フ
ル
袖
ヲ
イ
モ
ミ
ツ
ラ
ン
カ
、
ト
云
歌
ハ

コ
ヽ
ニ
テ
讀
タ
マ
ヒ
シ
ナ
リ
。
是
ニ
テ
死
去
有
ケ
ル
ナ
リ
。
辭
世
ノ
歌
モ

上
句
同
物
ナ
リ
。
石
見
ノ
ヤ
高
津
ノ
山
ノ
木
間
ヨ
リ
此
世
ノ
月
ヲ
見
ハ
テ

ツ
ル
哉
、
ト
ア
ル
ナ
リ
云
々
。

柿
本
明
神
縁
起
ニ
曰
、
高
津
ノ
洋
ニ
昔
ハ
鴨
嶋
ト
イ
ヘ
ル
大
ナ
ル
鴨
山
ア

リ
テ
、
人
丸
モ
是
ニ
オ
ハ
セ
シ
ナ
リ
。
後
一
條
帝　
　
ノ

御
宇
萬
壽
三
年
丙
寅

五
月
、
海
上
ニ
髙
浪
起
テ
彼
島
ヲ
ユ
リ
コ
ボ
チ
海
中
ニ
没
セ
リ
。
人
丸
御

廟
ニ
二
穂
ノ
松
ト
テ
名
木
ア
リ
ケ
ル
ガ
、
此
浪
ニ
根
ヲ
絶
ケ
リ
。
其
後
ソ

ノ
松
枝
ニ
神
像
ヲ
カ
ケ
テ
近
キ
濱
ニ
打
ヨ
セ
タ
リ
。
因
テ
其
處
ニ
再
ヒ
社

ヲ
建
立
ス
。
コ
レ
ヲ
松
崎
ト
云
ト
、
茶
話
ノ
説
ト
相
違
ア
リ
。
ｈ
何
レ
ニ

テ
モ
道
理
ニ
害
ナ
ケ
レ
ハ
、
余
カ
碑
文
ニ
ハ
縁
起
ノ
説
ニ
シ
タ
ガ
フ
。

『
徹
書
記
物
語
』
は
正
徹
の
著
作
で
あ
り
、
二
巻
か
ら
成
る
室
町
時
代
前
期
成

立
の
歌
論
書
で
あ
る
。
顕
常
は
、
社
が
建
つ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
徹
書

記
物
語
』
と
「
柿
本
明
神
縁
起
」
の
二
説
を
参
照
し
て
い
る
。『
徹
書
記
物
語
』
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の
当
該
箇
所
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
注
13
）。

一
、
人
丸
の
木
像
は
石
見
の
國
と
大
和
の
國
に
あ
り
。
石
見
の
高
津
と
云

ふ
所
也
。
此
所
は
西
の
方
に
は
入
海
有
り
て
、
う
し
ろ
に
は
た
か
つ
の
山

が
め
ぐ
れ
る
所
に
、
は
た
け
中
に
寶
殿
造
の
堂
に
安
置
申
し
た
り
。
か
た

て
に
は
筆
を
取
り
、
か
た
て
に
は
紙
を
も
ち
た
ま
へ
り
。
木
像
に
て
御
座

也
。
一
年
大
雨
の
降
り
し
比
は
、
そ
の
あ
た
り
も
水
出
、
海
の
う
し
ほ
も

み
ち
て
海
に
な
り
て
、
此
堂
も
う
し
ほ
か
波
か
に
ひ
か
れ
て
、
い
づ
ち
と

も
行
か
た
し
ら
ず
う
せ
侍
り
き
。
さ
て
水
引
き
た
り
し
後
、
地
下
の
も
の

其
跡
に
畠
を
つ
く
ら
ん
と
て
、
す
き
く
は
な
ど
に
て
ほ
り
た
れ
ば
、
何
や

ら
ん
あ
た
る
や
う
に
き
こ
え
し
ほ
ど
に
、
ほ
り
出
し
て
見
た
れ
ば
、
此
人

丸
也
。
筆
も
お
と
さ
ず
持
ち
て
も
く
ず
の
中
に
ま
し
〳
〵
た
り
。
た
ゞ
事

に
あ
ら
ず
と
て
や
が
て
さ
い
し
き
奉
り
て
、
も
と
の
や
う
に
堂
を
た
て
ゝ

安
置
し
奉
り
け
り
。
此
事
傳
へ
て
二
三
ヶ
國
の
も
の
ど
も
、
み
な
〳
〵
こ

れ
へ
参
り
た
り
け
る
よ
し
、
人
の
か
た
り
し
を
承
侍
り
し
。
此
高
津
は
人

麿
の
住
み
た
ま
ひ
し
所
也
。
萬
葉
に
、

　
　
　
　

石
見
の
や
た
か
つ
の
山
の
木
間
よ
り
我
ふ
る
袖
を
い
も
み
つ
ら
ん
か

と
云
ふ
歌
は
、
こ
ゝ
に
て
よ
み
た
ま
ひ
し
也
。
是
に
て
死
去
有
り
け
る

也
。
自
逝
の
歌
も
上
句
は
同
じ
物
也
。

　
　
　
　

石
見
の
や
高
津
の
山
の
木
間
よ
り
此
世
の
月
を
見
は
て
つ
る
か
な

と
あ
る
也
。
人
丸
に
は
子
細
あ
る
こ
と
也
。
和
歌
の
絶
え
ん
と
す
る
時
か

な
ら
ず
人
間
に
再
來
し
て
、
此
道
を
續
ぎ
給
ふ
べ
き
也
。
神
と
あ
ら
は
れ

し
事
も
た
び
〳
〵
也
。

右
に
引
用
し
た
『
徹
書
記
物
語
』
の
説
は
、
寛
文
二
年
版
本
や
多
く
の
写
本
に

は
認
め
ら
れ
ず
、
寛
政
二
年
版
本
に
所
載
の
説
で
あ
り
、
い
つ
か
ら
存
在
し
た

伝
承
で
あ
る
か
明
確
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
室
町
か
ら
江
戸
に
か
か
る
一

時
期
に
、
石
見
で
は
な
く
都
で
、
人
麿
は
石
見
で
死
ん
だ
と
い
う
伝
承
や
、
高

津
に
人
麿
の
社
が
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

人
麿
伝
説
が
都
で
作
ら
れ
た
可
能
性
も
想
像
さ
せ
る
。『
徹
書
記
物
語
』
と
類

似
し
た
説
は
『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神
社
略
縁
起
』
に
も
認
め
ら

れ
る
。則

昔
は
高
角
の
沖
鴨
嶋
と
い
ふ
所
に
御
廟
の
社
あ
り
尊
像
は
い
く
と
せ
ふ
る
と
も
し
ら
ず
、
戒
霊

の
木
像
也
。
御
自
作
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り

。

一
宇
の
寺
あ
り
、
人
麿
寺
と
名
づ
く
天
平
年
中
行
基
菩
薩
乃
開
基
也
。
多
分
寺
領
世
々
除
地
あ
り
し
所
、
坂
崎
出
羽
守

領
主
た
り
し
時
、
其
高
を
減
少
す
と
い
へ
ど
も
、
今
に
至
り
て
除
地
猶
残
れ
り

。

し
か
る
に
、
後
一
條
院
御
宇
万
寿
三
年
丙
寅
五
月
、
け
や
け
き
高
波
う
ち

よ
せ
て
鴨
嶌
を
ゆ
り
こ
ぼ
ち
、
民
屋
残
ら
ず
海
中
に
没
せ
り
。
諸
人
我
家

宅
を
失
ふ
こ
と
を
う
れ
へ
ず
し
て
、
唯
尊
像
の
漂
失
し
給
ふ
こ
と
を
の
み

歎
き
け
る
に
、
奇
な
る
か
な
、
彼
御
廟
所
の
松
と
て
二
枝
に
わ
か
れ
た
る

あ
り
。
是
も
彼
浪
に
根
を
絶
け
る
が
、
其
松
の
枝
に
尊
像
を
帯
て
近
き
わ

た
り
の
は
ま
に
寄
奉
り
ぬ
此
所
を
松
崎
と
て

今
に
名
を
残
せ
り

。
諸
人
奇
異
の
お
も
ひ
を
な
し
、
信

感
に
堪
ず
、
則
亦
其
所
に
社
を
建
、
尊
像
を
安
置
し
奉
り
し
よ
り
こ
の
か

た
、
神
威
信
祈
に
し
て
国
家
を
鎮
護
し
、
水
火
盗
賊
の
憂
ひ
、
疫
病
疫
痢

等
の
諸
病
に
い
た
る
ま
で
、
祈
る
に
悉
除
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

『
徹
書
記
物
語
』『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神
社
略
縁
起
』
は
、
と
も

に
高
津
柿
本
社
建
立
の
由
来
を
述
べ
る
点
で
一
致
し
て
い
る
が
、
異
な
る
部
分

も
あ
る
。
二
つ
の
所
説
を
箇
条
書
き
に
し
て
比
較
し
て
み
た
い
。

『
徹
書
記
物
語
』

　
　

・
高
津
の
畑
の
中
に
堂
を
安
置
し
、
人
麿
の
木
像
を
据
え
る

　
　

・
あ
る
年
、
大
雨
が
降
り
、
堂
が
流
さ
れ
る

　
　

・
土
地
の
者
が
畑
を
作
る
た
め
地
面
を
掘
る
と
、
木
像
が
現
れ
る

　
　

・
木
像
を
彩
色
し
て
再
び
安
置
す
る

『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神
社
略
縁
起
』
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・
昔
、
高
角
の
沖
の
鴨
嶋
に
御
廟
の
社
が
あ
っ
た

　
　

・�

万
寿
三
年
五
月
、
高
波
が
起
き
て
鴨
嶋
は
沈
み
、
人
麿
の
尊
像
も
流
さ

れ
た

　
　

・�
御
廟
の
側
に
生
え
て
い
た
松
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
て
、
尊
像
が
松
崎
に

打
上
げ
ら
れ
る

　
　

・
そ
の
場
所
に
再
び
社
を
建
て
、
木
像
を
安
置
し
た

「
社
が
建
っ
て
い
た
地
を
災
害
が
襲
い
、
像
が
流
れ
着
い
た
場
所
に
再
び
社
を

建
て
た
」
と
い
う
流
れ
は
両
書
に
共
通
す
る
が
、『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿

本
大
明
神
社
略
縁
起
』
で
は
、
災
害
の
年
次
と
種
類
、
土
地
の
名
前
、
像
が

発
見
さ
れ
た
状
況
な
ど
、
細
部
ま
で
具
体
的
に
明
記
し
て
い
る
。『
徹
書
記
物

語
』
に
お
け
る
曖
昧
な
記
述
は
、
伝
説
・
伝
承
の
特
徴
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

享
保
八
年
刊
の
『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神
社
略
縁
起
』
は
、
同
年

の
人
麿
千
年
忌
を
記
念
し
て
刷
り
た
て
ら
れ
た
配
り
本
と
目
さ
れ
、
高
津
柿
本

社
に
伝
わ
る
縁
起
を
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
顕
常
の
見
た
「
柿
本
明
神

縁
起
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
有
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
徹
書
記
物
語
』

と
高
津
柿
本
社
縁
起
の
相
違
は
、
時
代
を
く
だ
る
に
つ
れ
て
、
伝
説
・
伝
承
が

し
だ
い
に
変
化
し
、
事
実
め
か
し
た
具
体
性
を
帯
び
て
い
っ
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
徹
書
記
物
語
』
と
高
津
柿
本
社
縁
起
の
相
違
点
に
つ
い

て
、
顕
常
は
、
傍
線
部
ｈ
「
何
レ
ニ
テ
モ
道
理
ニ
害
ナ
ケ
レ
バ
、
余
ガ
碑
文
ニ

ハ
縁
起
ノ
説
ニ
シ
タ
ガ
フ
」
と
、
あ
た
か
も
論
理
的
に
読
む
姿
勢
を
放
棄
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
前
半
部
で
は
、
人
麿
伝
説

に
つ
い
て
冷
静
に
批
判
し
て
い
た
顕
常
だ
っ
た
が
、
高
津
柿
本
神
社
の
由
来
に

関
し
て
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
疑
問
や
批
判
も
挙
げ
て
い
な
い
。

　

顕
常
の
主
張
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
あ
れ
ほ
ど
批
判
し
て
い
た
伝
説
・
伝
承
を
容
認
す
る
か
の
よ
う
な
立
場

へ
と
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
顕
常
は
こ
こ
ま
で
意
見
を
変
え
な
が
ら

主
張
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
の
前
半
部
に
お
い
て
、
顕
常
は
嘘
の
よ
う
な
伝
説
を

あ
か
ら
さ
ま
に
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
に
意
見
を
述

べ
る
姿
勢
を
読
者
に
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
顕
常
の
客
観
的
記
述
と

伝
説
批
判
は
、
伝
説
を
学
術
的
に
見
て
い
る
の
だ
と
、
読
者
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
で
、『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
に
書
か
れ
て

い
る
人
麿
伝
承
は
、
学
問
的
に
証
明
さ
れ
た
伝
説
で
あ
る
と
読
者
が
考
え
る
よ

う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
津
柿
本
社
の
由
来
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ

と
は
、
求
め
ら
れ
て
碑
文
の
制
作
に
携
わ
る
以
上
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
顕
常
は
、
高
津
柿
本
社
の
縁
起
は
最
初
か
ら
無
批
判
に
読
ま
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
前
段
と
し
て
、
い
っ
た
ん
人
麿
石
見
生

誕
説
を
批
判
す
る
と
い
う
文
献
学
的
考
証
の
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

姿
勢
に
よ
っ
て
、
柿
本
神
社
を
取
り
巻
く
伝
説
は
相
対
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い

く
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
ま
で
伝
説
を
正
当
化
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
簡
単
に
考
察
し
て
お
き
た
い
。
顕
常
が

『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
を
書
い
た
の
は
、
津
和
野
藩
主
亀
井
矩
貞
に
碑
文
を
請

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
碑
文
に
書
い
た
文
章
を
補
足
す
る
資
料
と

し
て
書
い
た
の
が
『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
で
あ
る
。
亀
井
氏
は
、
学
識
者
で
あ

る
顕
常
に
碑
文
を
請
う
こ
と
で
、
柿
本
神
社
に
伝
わ
る
伝
説
を
学
問
的
に
保
証

し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
受
け
、

顕
常
は
亀
井
氏
の
人
麿
信
仰
を
学
術
的
に
補
強
す
る
役
目
と
し
て
こ
の
よ
う
な

書
き
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
顕
常
は
こ
の
本
を
出
版
ま
で
し
て
い
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る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
伝
説
を
正
当
化
す
る
他
に
、
伝
説
を
広
め
た
い
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

五

　

人
麿
に
関
す
る
伝
説
・
伝
承
は
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
多
様
に
変
化
し
て
き

た
。
石
見
で
も
例
外
で
は
な
く
、『
万
葉
集
』
か
ら
離
れ
た
伝
説
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
石
見
に
お
け
る
人
麿
伝
承
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
万
葉
の
時
代
と
現

代
を
一
足
飛
び
に
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
少
な
く
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
万
葉
の
時
代
に
あ
っ
た
も
の
と
、
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
て
、
伝
説
の
真
偽
を
考
え
る
よ
り
も
、
現
代
に
語
り
継
が
れ
て
き

た
伝
説
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ど
の
よ
う

に
人
々
に
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
、
伝
説
の
享
受
に
関
し
て
考
え
る
こ
と
の

ほ
う
が
よ
り
生
産
的
で
は
な
い
か
。
高
津
柿
本
神
社
を
め
ぐ
る
伝
承
は
、
鴨
山

が
あ
っ
た
か
、
依
羅
娘
子
は
ど
こ
の
出
身
か
と
い
う
真
偽
の
部
分
だ
け
で
は
な

く
、
江
戸
時
代
に
亀
井
氏
の
代
々
が
築
い
て
き
た
人
麿
信
仰
を
、
津
和
野
藩
の

人
々
が
受
け
入
れ
て
継
承
し
、
そ
れ
が
今
日
の
人
麿
伝
承
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
注
）

１�

神
道
宗
紀
『
和
歌
三
神
奉
納
和
歌
の
研
究
』
第
五
章
「
そ
の
他
の
奉
納
和
歌

第
四
節
「
高
津
柿
本
社
の
場
合
」（
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
七
年
）。
初
出
「
人

麻
呂
終
焉
の
地
と
津
和
野
の
人
々
―
万
葉
集
お
よ
び
高
津
柿
本
社
奉
納
文
書

か
ら
―
」（『
地
域
文
化
の
歴
史
を
往
く
―
古
代
・
中
世
か
ら
近
世
へ
―
』、

和
泉
書
院
、
平
成
二
十
四
年
）

２�

小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之
校
注
・
訳
者　

新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
『
萬
葉
集
①
』（
小
学
館
、
平
成
七
年
十
二
月
）

３�

『
高
津
町
誌
復
刻
版
』（
高
津
の
歴
史
と
文
化
を
考
え
る
会
、
平
成
二
十
一
年
）

に
よ
る
。
原
『
高
津
町
誌
』
は
、
安
田
友
久
編
、
高
津
町
尋
常
小
学
校
、
昭

和
十
三
年
刊
。

４�

片
桐
洋
一
『
柿
本
人
麿
異
聞
』
第
一
章
「『
古
今
集
』
の
人
麿
」（
和
泉
書
院
、

平
成
十
五
年
）
の
説
明
を
参
考
に
し
た
。

５�

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集

成
』
第
十
巻
（
臨
川
書
店
、
平
成
七
年
一
月
）
所
収
本
に
よ
る
。

６�

筑
波
大
学
図
書
館
本
に
よ
る
。

７�

益
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
人
麿
は
戸
田
で
生
ま
れ
た
と
の
紹
介
が
な
さ

れ
て
い
る
（w

w
w
.city.m

asuda.lg.jp

）。

８�

『
石
州
髙
角
鴨
山
正
一
位
柿
本
大
明
神
社
略
縁
起
』
に
、
玆
政
に
よ
る
柿
本

社
遷
座
、
玆
親
に
よ
る
境
内
の
増
修
繕
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
神
道
宗
紀
「
高
津
柿
本
神
社
蔵
書
目
録
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文

学
研
究
』
第
三
十
七
号
、
平
成
十
八
年
二
月
）
お
よ
び
「
高
津
柿
本
神
社
蔵

書
目
録
補
遺
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
』
第
四
十
号
、
平
成
二

十
一
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
歴
代
藩
主
が
柿
本
社
に
和
歌
奉
納
を
続
け
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
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９�

（
注
１
）
参
照
。

10�
現
高
津
柿
本
神
社
配
布
の
「
正
一
位
柿
本
大
明
神
祠
碑
」
解
説
に
よ
る
。

11�
尾
崎
富
義
「『
柿
本
人
丸
事
跡
考
』
に
つ
い
て
―
翻
刻
と
解
題
―
」
の
、
明

和
九
年
十
一
月
、
京
近
江
屋
庄
右
衛
門
他
二
軒
版
翻
刻
に
よ
る
。

12�

田
中
卓
校
注
『
神
道
大
系　

古
典
篇
六　

新
撰
姓
氏
録
』（
神
道
大
系
編
纂

会
、
昭
和
五
十
六
年
）
所
収
、
栗
田
寛
『
新
撰
姓
氏
録
考
証
』（
昭
和
五
十

六
年
二
月
）
に
よ
る
。

13�

佐
佐
木
信
網
編
『
日
本
歌
学
大
系　

第
五
巻
』（
風
間
書
房
、
昭
和
十
五
年
）

に
よ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
度
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
で
の
口
頭

発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
及
び
、
発
表
後
に
諸
先
生
方
か
ら

貴
重
な
ご
指
導
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
六

年
六
月
に
高
津
柿
本
神
社
を
訪
れ
、
宝
物
殿
を
拝
見
し
、
柿
本
神
社
お
よ
び
同

社
の
石
碑
に
関
す
る
お
話
を
直
接
ご
教
授
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

�

（
ゆ
き
の
・
ま
ゆ
こ
）
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